
本

会

議

常

任

委

員

会

一

般

質

問

視

察

受

入

平成 30 年 8 月１日 ちくご市議会だより № 54 14

防
災
へ
の
取
組
み
は

問
　
熊
本
地
震
後
の
防
災
へ

の
取
組
み
は
。

防
災
安
全
課
長　

災
害
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
業
務
継
続
計

画
を
作
成
し
、
北
部
交
流
セ

ン
タ
ー
に
防
災
倉
庫
を
増
設

し
た
。
今
年
度
は
、
防
災
安

全
課
を
新
設
し
、
防
災
専
門

員
を
配
置
す
る
。

問　

校
区
の
訓
練
や
自
主
防

災
組
織
も
、
変
化
と
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
が
必
要
で
は
。

防
災
安
全
課
長　

改
善
の
余

地
は
あ
る
。
自
主
防
災
組
織

の
役
員
と
協
議
し
、
で
き
る

だ
け
早
く
実
践
的
な
訓
練
を

し
、
底
上
げ
し
た
い
。

問　

防
災
専
門
員
に
つ
い
て

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

防
災
安
全
課
長　

８
月
１
日

か
ら
週
４
日
勤
務
で
採
用
。

防
災
対
応
、
災
害
対
応
を
し

て
も
ら
う
。

問　

役
割
は
。

防
災
安
全
課
長　

経
験
に
基

自主防災組織の現状は

答 全 11 校区に設立されているが改善
　 の余地はある

づ
く
知
識
を
活
か
し
、
職
員

研
修
、
災
害
対
策
本
部
、
自

主
防
災
組
織
へ
の
指
導
助
言
。

ま
た
、
浸
水
想
定
区
域
内
に

あ
る
福
祉
施
設
、
学
校
な
ど

要
配
慮
者
施
設
の
避
難
計
画

や
避
難
訓
練
も
想
定
。

防
災
に
対
す
る

意
識
の
向
上
を

問　

自
然
災
害
の
多
い
国
に

住
む
自
覚
と
防
災
に
対
す
る

市
民
の
意
識
向
上
を
。

市
長　

市
民
の
意
識
を
高
め

る
た
め
に
努
力
す
る
。
職
員

の
訓
練
も
自
主
防
災
組
織
の

訓
練
も
、
実
践
に
近
い
形
で

実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

辻 義満 議員

訓練を通して意識の向上を
（松原校区自主防災組織）

◆◆◆

◆

久
し
ぶ
り
の
傍
聴
。
質
問
者
、

答
弁
者
も
大
変
勉
強
し
て
い

る
よ
う
に
感
じ
た
。
机
上
の

議
論
だ
け
で
な
く
実
行
し
て

も
ら
い
た
い
。

（
70
代
男
性
）

女
性
議
員
が
１
人
で
は
少
な

す
ぎ
。
５
～
６
人
は
必
要
。

小
学
校
の
再
編
に
つ
い
て
は
、

デ
ー
タ
や
住
民
の
意
見
等
充

分
吟
味
の
上
、
説
明
が
必
要
。

（
60
代
男
性
）

本
日
の
傍
聴
者
は
５
人
。
筑

後
市
民
の
政
治
に
対
す
る
関

今
回
も
、
多
く
の
市
民
の

み
な
さ
ん
に
傍
聴
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
貴
重
な
ご
意
見
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後

の
議
会
運
営
の
参
考
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

次
回
も
多
く
の
方
の
傍
聴

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

心
の
低
さ
を
感
じ
た
。
議
員

は
、
支
援
者
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
団
体
に
積
極
的
に
傍
聴
を

呼
び
か
け
て
ほ
し
い
。

（
60
代
男
性
）

傍
聴
時
の
託
児
予
約
が
、
４

日
前
と
決
め
ら
れ
て
い
る
が
、

質
問
者
の
時
間
が
定
か
で
な

い
の
で
行
き
に
く
い
と
の
声

が
あ
る
。
な
に
か
い
い
方
法

を
考
え
て
ほ
し
い
。

（
60
代
女
性
）


